





















































− 300 − − 301 −
して G. K. の著 Staatsbürgerliche Erziehung der deutschen Jugend（1901）の大要を紹介。
２　槇山　榮次　　敎育敎授の新潮　　弘道館　　明、41、11





第８章「實用主義の敎授と發表敎授」において、G. K. の論文 Berufs-oder Allgemeinbildung?（1904）に拠りながら、ミュンヘン市
の「小學校敎育に對する施設は實際的陶冶を施すことを主眼」とし、この「方針に適したる事柄を實行」していると詳しく紹介。
また附録第４「獨逸に於ける敎育研究の趨勢」においては、彼のチューリッヒでの講演 Die Schule der Zukunft eine Arbeitsschule
（1908）の内容を簡単に伝えるドイツの師範学校教師の槇山宛書簡を紹介。
５　西山　悊治　　最近思潮實際敎育の新研究　　敬文館書房　　明、43、12


















































G. K. を「勤勞學校の主唱者」と見なし、特に第５、「勤勞學校の根據」と第６、「經營の要件」において、彼の著 Grundfragen der 
Schulorganisation（1907）及び Begriff der Arbeitsschule（1912）の要点を論述。また、第 13、「實業補習敎育に就いて（附説）」
で、彼の実業補習学校の教育方針及び方法の大略を紹介。巻頭に著者に寄せた G. K. の書簡を掲載。
20　 乙竹　岩造　　現代敎育敎授思潮　　目黑書店　　大、３、11

























イギリス人のベスト（Robert Hall Best）とオグデン（Charles Kay Ogden）の共著 The Problem of the Continuation School and 











G. K. の主要著作 Der Begriff der staatsbürgerlichen Erziehung（1910）と Charakterbegriff und Charaktererziehung（1912）、さ
らには Staatsbürgerliche Erziehung der deutschen Jugend（1901）と Grundfragen der Schulorganisation（1906）の英訳本から、
その根本思想と組織論を要約して紹介。
32　 湯原　元一　　敎育及敎育學の改造―實際的敎育の主張　　目黑書店　　大、５、１








章「實業補習學校」において、主として G. K. の職業教育に関する理論と実際について詳論。
36　 岡山　秀吉　　新手工科敎授　　東京寶文館　　大、５、７
第１篇第４章「獨國」において、ミュンヘン市の「敎育は、特に技能敎授の方面に於て異彩を放つて居る」として、その国民学校


















第１章「緒論」及び第２章「公民敎育の本質」（Ⅰ− 80 参照）において、G. K. の「公民敎育」説について紹介、第３章から第 10
















特に第８章「兒童の美的判斷及描晝能力の研究」及び第 10 章「普通敎育に於ける圖晝敎授に就いて」において、G. K. の著 Die 


















55　 中島　半次郎　　實業敎育の理論（同上）　　帝國地方行政學會   大、11、４
（１）「實業補習學校の敎育の目的」及び（３）「實業補習學校に於ける訓育」において、ミュンヘンの補習学校の教科や設備、「勤
勞作業圑體の組織」について紹介。




58　 入澤　宗壽　　新敎授法原論（最新敎育學叢書第 15 巻）　　敎育研究會　　大、11、５
特に第６章「敎材價値論」及び附録５「國際敎育の思潮」において、G. K. の著 Deutsche Schulerziehung in Krieg und Frieden










G. K. の著 Staatsbürgerliche Erziehung der deutschen Jugend（1901）が「逸獨（ママ）全帝國に於ける、否な寧ろ世界に於ける、
我が国におけるケルシェンシュタイナー関係文献目録及び解題（Ⅱ）





















１、「公民敎育」はⅠ− 37、５、「創作と實知」はⅠ− 77、７、「創作能の性質と養成法」はⅠ− 83 の再録。
71　 敎育新潮研究會　　最近公民敎育大觀　　中興社　　大、13、４
第２篇「公民敎育の欟念」及び第３篇「公民敎育の沿革」において、G. K. を「近世公民敎育の始組（ママ）」とし、彼の公民教育































第１編第３章第１部「統一學校 Einheitsschule」３において、G. K. の「獨逸敎育會議（Reichsschulkonferenz, 1920）」における報告
の要旨（Ⅰ− 97 参照）、第４章（１）「ケルシエンスタイナー博士公民敎育論 Staatsbürgerliche Erziehung v. Dr. G. Kerschensteiner」
において、Ⅰ− 94 を収載。
82　 入澤　宗壽　　文化敎育學と新敎育　　敎育研究會　　大、14、４































第 10 章第２節「ケルシェンシュタイナーの陶冶過程の根本公理」及び第６節「作爲學校主義の敎授論」において、G. K. の著 Das 












第２篇第５章「ケルシェンシュタイナーの敎育學説―文化敎育學者としての―」において、G. K. の Deutsche Schulerziehung、Das 
























第 20 章「ケルシェンシュタイナーの公民敎育」において、G. K. の公民教育の理論と実際に論及。
106　 入澤　宗壽　　文化敎育學と文化科敎授法（文化中心新敎授學大系第 15 巻）　　敎育研究會　　昭、２、７










































第 10 章「ケルシエンシユタイナーの圖畫能力研究」及び第 12 章「兒童學に基ける小學校の圖畫」において、児童の図画能力の発
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G. K. を「現今の獨逸敎育學者中の大立物」とし、特に２の９「ケルシェンスタイナーと勤勞學校」において、彼の勤労教育説
の大要を紹介。また、３「獨逸の勤勞敎育」は彼の著 Begriff der Arbeitsschule の附録 Ein Organisationsbeispiel für städtische 
Volksschulklassen（3. Aufl., 1917 以降）の抄訳的紹介。
127　 眞田　幸憲　　實際敎育主要問題の解決　　南光社　　昭、４、９
第 12 に「アルバイツシユールの發達變遷」（Ⅰ− 132 参照）を収載。
128　 村上　俊亮　　陶冶論（最新敎育研究叢書３）　　最新敎育研究會　　昭、４、９
G. K. の晩年の大著 Theorie der Bildung を中心に、他の主要著作をも参照しながら彼の陶冶思想を詳しく紹介。
129　 吉田　熊次　　陶冶と價値　　目黑書店　　昭、４、10
第１章「陶冶と價値」において、G. K. を「近時に於いて陶冶の問題を中心として敎育學を體系づけようと試みたる者」とし、彼の


































































1929 年 11 月８日ベルリンで開かれた Arbeitsausschuß für Berufsausbildung の総会における G. K. の講演 Das zweifache Problem 
der Volks-und Berufsschule の要点を紹介。
153　 文部省調査部　　學校生活化の問題　ケルシェンスタイネル（同上）　　文部省　　昭、６、４
G. K. の論文 Das Problem der Lebensnähe unserer Schulen（Die Erziehung, 5. jg., 1930 所収）の翻訳。
154　 村上　俊亮　　陶冶の基本問題（現代敎育問題精選第３冊）　　目黑書店　　昭、６、４





特に第１編第４章「作業學校の企圖と目標」及び第 12 章「作業敎育と敎科課程」において、G. K. の「妥協的作業主義敎育ともい
ふべき作業學校の摡念」について紹介、批判。
157　 北野　駿　　公民敎育の摡念　　モナス　　昭、６、７





「序論」において、G. K. の「略傳及び著書」と「獨特の意義」について詳論。「本論」は彼の著 Grundfragen der Schulorganisation
と Die Seele des Erziehers の抄訳的紹介（Ⅰ− 104・109・110・118 参照）。
我が国におけるケルシェンシュタイナー関係文献目録及び解題（Ⅱ）
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160　 水戸部　寅松　　輓近歐米國民敎育詳説　　厚生閣　　昭、６、９
第３「獨逸の敎育」の（８）「實業補習學校」はⅠ− 158 に加筆したもの。また、（12）「作業主義の敎育」においても、G. K. の
「勤勞の意義の解釋」に簡単に言及。
161　 入澤　宗壽　　現代敎育思潮大觀　　同文書院　　昭、６、10










G. K. の著 Begriff der Arbeitsschule（6. Aufl., 1925）の翻訳。なお、巻頭に彼の訳者宛書簡を収載。
166　 澁谷　義夫　　作業敎育摡論　　文化書房　　昭、７、１
特に第６章第２節「ケルシエンシユタイナーの敎育思想」において、ファンゼロウ（Max Vanselow）の著 Kulturpädagogik und 







随所で G. K. の「公民敎育」及び「補習敎育」論に簡単に論及。
170　 佐藤　熊治郎　　國民敎育の中心問題（其の二）  　　目黑書店　　昭、７、２






































いて、G. K. の著 Die Seele des Erziehers の大要を紹介、批評。
183　 梅根　悟　　勞作敎育新論　　成美堂　　昭、８、12
特に４「陶冶方法としての『勞作』」において、主に彼の著 Begriff der Arbeitsschule（6. Aufl., 1925）と Grundfragen der 








特に第 11 章第６節「社會化の敎育思想と運動」において、G. K. の「公民敎育」論を紹介、批判。
187　 西村　精一　　獨逸青年の公民敎育　　内外出版　　昭、９、３










特に第 10 章４「勞作敎育」において、G. K. を「現代においてペスタロッチーが勞作の原理を繼承し・發展し・基礎付け且つ弘布
した第一人者」と評価し、彼の主張を簡単に紹介。
192　 文部省實業學務局　　獨逸の職業學校前篇　　文部省實業學務局　　昭、９、６
第 ３ 篇「 青 年 期 の 職 業 敎 育 」 は G. K. の 1922 年 の 論 文 Berufserziehung im Jugendalter（In:Handbuch für das Berufs-und 
Fachschulwesen, hrsg. von A. Kühne, Leipzig o.j.）の翻訳。
193　 佐々木　清之丞　　西洋敎育史新講　　三友社　　昭、10、２
第１編第８章第２節「公民敎育説」、同第４節「作業學校」及び第３編第５章「19、20 世紀の敎育家」において、G. K. の所説と略
歴に簡単に言及。
我が国におけるケルシェンシュタイナー関係文献目録及び解題（Ⅱ）


















３、「ケルシェンスタイネル（Kerschensteiner）の精神發達段階説」において、G. K. の著 Theorie der Bildung に基づき、精神発
達の４段階説について紹介。
200　 大瀬　甚太郎　　西洋近世敎育史（現代敎育學大系原論篇第５巻）　　成美堂　　昭、11、４
第 11 章第３節「勞作主義の社會的見地」及び第 12 章第３節「ゲオルグ（ママ）・ケルセンシュタイナーの公民敎育論」において、
G. K. の労作及び公民教育論に言及。
201　 佐々木　秀一・白根　孝之　　最近ドイツ敎育思想史　　中和書院　　昭、11、６
特に第２篇第８章「作業主義」及び第３篇第 10 章「社會への敎育」において、G. K. を「ドイツ否世界に於ける作業主義敎育學の
中心的代表者」及び「ドイツに於ける公民敎育の創唱者」として紹介、彼の所論を約説。
202　 山田　榮　　陶冶理想學（現代敎育學大系原論篇第９巻）　　成美堂　　昭、11、６
G. K. の著 Theorie der Bildung を「敎育を語る者にして對して暗示するところが頗る多い」として各所に引用、特に第１章「序説
―問題と態度」の（註２）において、その概要を紹介。
203　 篠原　助市　　理科敎授原論　　柬洋圖書　　昭、11、９
随所で G. K. の著 Wesen und Wert des naturwissenschaftlichen Unterrichtes（3. Aufl., 1928）における所論を引用。
204　 小林　澄兄　　勞作敎育論（現代敎育學大系各科篇第 19 巻）　　成美堂　　昭、11、12
特に第１章「勞作敎育の意義」及び第５章「敎育上の方法的原理と勞作敎育」において、「諸家の勞作觀がある中に」G. K. のそれ



























随所で G. K. の所説に言及しているが、第３章第３節「敎材の選擇」において、彼の著 Das Grundaxiom des Bildungsprozesses
によりながら、教材選択の原理を紹介、批判。また、第６章第１節「認識の發展」において、彼の著 Wesen und Wert des 






第８章「20 世紀（1930 年に至る）に於ける敎育思想の發展」において、G. K. の「公民敎育説」（第１部第２節３）、「陶冶論」（同


















第３編第１章第 10 節「陶冶敎育學」、同第２章第１節「勤勞學校問題」及び第２節「公民科と社會科」において、G. K. の当該所
説を略述。
221　 山田　榮　　現代敎育の基調（敎育大学講座第１巻『敎育原理』所収）　　金子書房　　昭、25、５




223　 山田　榮　　近代的敎育方法の發達（敎育大学講座第 15 巻『敎育方法論』所収）　　金子書房　　昭、25、７
特に３「勞作敎育の發達」において、G. K. を「現代の主なる労作教育論者」の一人として、彼の「労作教育思想」の大要とその
我が国におけるケルシェンシュタイナー関係文献目録及び解題（Ⅱ）


























特に第１部第５章 17「アルバイツシューレ問題」において、Ⅰ− 11 の概略について説明。
233　 玉井　成光　　教育者の心―その本質の構造―　　協同出版　　昭、32、９




が 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて果たした歴史的、客観的役割について考察、批判。
235　 渋谷　義夫　　勤労作業教育とケルシェンシュタイナー（上）　　三重大学学芸学部教育研究所　　昭、33、４
第２編「ケルシェンシュタイナーの教育学」は、ファンゼロウの著 Kulturpädagogik und Sozialpädagogik bei Kershensteiner, 
Spranger und Litt（1927）に基づき、G. K. の教育思想について論評。第３編「ケルシェンシュタイナーの研究」において、彼の
自伝 Selbstdarstellung（1926）に拠りながら、彼の「生いたち」からミュンヘン市視学官時代の活躍並びに晩年の陶冶理論まで詳













第５編「陶冶の理論」は G. K. の著 Theorie der Bildung の Erstes Buch: Bildung als Zustand の翻訳。
239　 小林　澄兄　　西洋教育史概説　　国土社　　昭、35、６









特に第１編第１章第６節「ガウディヒ派の発生と消長」において、1911 年 10 月ドレスデンで開かれた Erster Deutscher Kongreß 


















G. K. の 1908 年の有名な講演 Die Schule der Zukunft eine Arbeitsschule（Grundfragen der Schulorganization, 3., Aufl., 1912 所収）
と彼の著 Begriff der Arbeitsschule（8. Aufl., 1930）の翻訳。なお、解説の２「ケルシェンシュタイナーの公民教育説」はⅠ− 257
を一部省略して収録。
250　 堀尾　輝久　　現代教育の思想と構造―国民の教育権と教育の自由の確立のために―　　岩波書店　　昭、46、２









前掲 213 及び 222 の復刻版。
254　 高木　健次郎　　教育改革と市民社会　　成文社　　昭、47、11
特にⅡの 13・10「ケルシェンシュタイナー」において、G. K. を「職業教育の卓抜な理論家かつ実践家」、イデオローグとしては
我が国におけるケルシェンシュタイナー関係文献目録及び解題（Ⅱ）















259　 松岡　信義　　 シュプランガーとケルシェンシュタイナー―ドイツ教育思想研究への一視点―（海外名著選 73『ド
イツ教育史―就学義務制への歩み―』所収） 明治図書　　昭、52、２
















































































− 318 − − 319 −
雄編『人間形成の哲学』所収） 　　大阪書籍　　平、４、６
従来の G. K. 研究においてほとんど触れられなかった「知られざる学校改革」である幼稚園の公立化と「特殊学校」の設立につい
て紹介。　
284　 山﨑　高哉　　ケルシェンシュタイナー教育学の特質と意義　　玉川大学出版部　平、５、11
先行研究が軽視してきた実際教育家 G. K. の活動に照明を当て、彼の教育学成立の背景を解明するとともに、理論と実践が不可分
に結びついている彼の教育学の特質とその歴史的、現代的意義について詳論。
285　 山﨑　高哉　　職業と教育（村田昇編『シュプランガーと現代の教育』所収）　　玉川大学出版部　平、７、３




































Osaka University of Comprehensive Children Education
Rēsumē:
　Die kerschensteinerbibliographie umfaßt den in Japan gedruckten Aufsätze, Abhandlungen, 
Monographischen Darstellungen über Georg Kerschensteiner（1854−1932） und Bücher 
mit wesenlicher Bezugnahme auf sein Werk. Diese Bibliographie ist chronologisch nach den 
Erscheinungsjahren der Publikationen geordnet.
　Wegen Raummangels befaßt sich die hier vorliegende Bibliographie nur mit Bücher über 
Kerschensteiner.
